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豚の環境管理規制に 

( 第 Ⅱ 報コ SPF 豚 汚染 度 調査試験成績について 
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* 千葉県養豚試験場 

蒋 千葉県中央家畜保健衛生所 

2.  試験期間 

昭和 47 年 1 月一 4  月まで。 
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表 2 試験区分および 給与飼料 

栄 養 水 準 細菌数は 9 中 )     摘 要 
エチレン オ キサイドガス 消毒   14.5 75.4         12.2 75.5       14.5 75.4@ 3.5X102@ 1.3X106 
無 処理   12.2 75.5@ 2.9X104@ 1.0X10E   Ⅰ 4.0 73.0   3.5XI0 。   10 ． 3 75.0   4.8X10'  市販 SPF  豚 片飼料 

Ⅰ
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乙 Ⅰ上り 豚 試験区間の仕切 房の消毒 ( スチームクリーナ ( ベニヤ，ビニールトタン づ ，床面石灰乳の ) 塗布 " 逢 """" 
3. 一般 豚 との触接を避ける ( 豚間 ) 
4. 管理，その他すべて 一般 豚と 同じ 栂 """ 

写真Ⅰ 試 験 豚 飼 育 状 況 

A   

( 32 ) 一 76 一 
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3. 試験区分および 給与飼料 

表 2 のどとく， A, B, C の 3 区に分け， A, 成績および考察 

B 区は，一般 豚用 飼料 ( さらに， A 区は， E, ]. おもな臨床検査所見 

0 ガスによる完全消毒 ), C 区は，市販 SPF 豚 試験開始から 終了まで， C 区の 1 頭を除いて 

用 飼料を用いた。 は ，ほとんど異常を 認めなかった。 

飼料の給与方法は ， 1 日 3 回の制限給与 と 生体重，約 70kg 時点まで，非常に 順調な発 

し，給与基準量は ， 豚 産肉能力検定ランドレー 育をしていた C 図 l 号 豚が ，突然， 右 後肢の着 

ス 基準 lm) を適用した。 地 不能におちいり ，発熱，食欲不振，起立困難 

となり，約 2 週間，連続して ，体重の減少がみ 

4. 試験方法 られた 0 しかしその後，しだいに 回復し， g0kg 

当場 既設，一般豚舎 ( 豚 産肉能力検定豚舎 )  時点で ，と殺 解体した結果，股関節 ( 球 関節 ) 

を 利用し ，図 Ⅰのような規制で 実施した。 の腕白，骨折と 判明した。 その他内臓諸器官に 

すなわち，一般 豚と 直接接触をさけるだけの ついて，綿密な 検査を実施したが ，異常は認め 

規制であ る。 られなかった。 

管理および，その 他，一般 豚と 全く同じ管理 

人 により管理をした。 また試験区間相互の 汚染 2. お るほ 解剖検査所見 

防止の意味から ，ベニヤおよびビニールトタン 名医， おもな解剖検査所見は ，表 4 のとおり 

により写真 ] のような簡易な 仕切りをした。 であ る 0 また肺臓および 鼻 中分骨切断面の 状態 

豚房は ， SPF 試験豚を導入する 前日， スチ 表 3  各疾病の検査項目 
一ムクリーナを 用いて，床面，鉄柵などの 洗源 

消毒を実施したあ と，石灰乳 ( 消石灰 5, 水 2 
～ 3 の割合に混合したもの ) を床面全体に 散布   
消毒した。 SEP    O    ⑨   0    0    O   
飼育方法および ， と 体解体方法など ， すべ A R   O   ⑨   0   0   O   

て ， 豚 産肉能力検定実施要領 10) に準じて実施し 

おりとした。 

準じて調査し ， 客 疾病の検査項目は ， 表 3 の と 

た 。 特定疾病の検査方法は ， SPF 検定法 17) に   
⑨ 印 : 特に重要な検査事項 

表 4 主 な 解剖 所見 

  

区分隊体重， No B 生月Ⅰ肺 臓真中分骨消化管 ( 大腸 )   
胃   その他   

        
        

区             

    

      大背部充血 辞 関節腕白骨 

区         

一 77 一 '(  33 ) 

日本SPF豚研究会Web SPF Swine, 3(2), 75-82  (1972)



A 

 
 

C
 

( 34) 

写真 2  試験豚の肺臓の 状態 

一 78  一 

日本SPF豚研究会Web SPF Swine, 3(2), 75-82  (1972)



写真ち 試験 豚 の 鼻 中分骨横断面 

A 

  

  

  

  

は ，写真 2, 3@ 示すとおりであ った。 胃は ついては， A 区の 1, 2 号 豚に ( 十 ～ ヰ ) 
  
- 肺臓， 鼻 中分骨，消化管 ( 特に大腸 ) につい 程度の潰瘍がみられた。 

て ，肉眼的検査を 実施した結果，いずれも ， 著 また， C 区の 1 号 豚に ， 胃 大背部の粘膜下 職 

変は認められなかった。 が ， 深 暗赤色を呈し ，やや腫脹したのが 見られ 

ただし， A 区 l 号， B 図 2 号， C 区 3 号 豚 たが，出血，潰瘍は 認められなかった。 

に ，それぞれ，と 鞍時によるものと 思われる 血 その他， A 区の 1 号 豚に ，単純性淋巴腺腫 と 

液 吸入 肺 がみられた。 みられるものがあ ったほか， C 区の 1 号 豚 ， 右 

鼻 中分骨については ，横断の位置，切断の 仕 股関節腕白骨折 ( 球 関節 ) があ った。 

方 により， 中分骨の渦巻の 出方が， 小さいも また， このような   旨折は ，ほかでも， 2 ～ 3 

の ，あ るいは，切断中に 渦巻が損傷したものな の経験をしており ，その原因について ，いろい 

どがあ った 0 しかし，粘膜の 脹 脹 ，充血したも ろ検討している。 

の ，あ るいは，具申 今   月の萎縮などの 所見は ， SPF 豚の場合， 発育速度が ， 余り早すぎた 

認められなかった。 ときなど，休の 発育に ， 骨の発達が伴わず ， そ 

一 79 一 ( 35 ) 
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の 結果，骨の未熟あ るいは，ぜい 弱などからく 

る骨折もかなり 多いのではないかと 思われる。 

また参考までに ， 本 豚の発育を調べてみると ， 

20kg ～ 50kg までの所要日数， 37 日， FC l.92 

であ り前期の発育成績は ，きわめて，良好であ 

った 0 

3. 組織，微生物，血清反応検査所見 

各試験豚の組織，微生物，血清反応検査所見 
は，表 5 に示すとおりであ る。 

組織所見は， 肺 ，鼻粘膜，消化管 ( 特に大腸 ) 

について，検査した 結果，いずれも 著 変は認め 

られなかった。 

細菌検査は，肺臓 CM. 竹の nou 笏 omiae), 鼻 
粘膜 ( 且 z.b 印 nc ん as ，・ ゆガ cus), 大腸粘膜または 糞 

便 ( 巧 brio coli) VC ついて，培養，菌の 検出に 

つとめたが，いずれも 陰性であ った。 

血清反応検査所見 

SEP, AR については，試験管内凝集反応， 

TP については，血球凝集反応により 実施した 

結果， SEP は，いずれもく 2 以下であ った。 

AR は， A 区 I 号 ， B 区 I 号が 10 倍， B 図 3 号 

豚が 20 倍でそれぞれ 反応があ ったほかは，いず 

れもく 1Q 以下であ った。 

TP については，いずれもく 64 以下であ っ 

ナ， Ⅰ O 

以上のことから ，臨床，解剖検査所見におい 

て，肉眼的に 異常を認めないものは ，組織， 細 

表 5  組織， 微 生物， 

菌 ，血清反応検査においても ，大部分が異常を 

認めなかった。 

すな む ち， 臨床， 解剖検査所見と 組織， 細 

菌，血清反応検査結果とほぼ 一致していた。 

しかし， AR の血清反応検査所見について 

は，臨床，解剖検査所見および 発育成績におい 

ても，異常の 認められなかった A 図 l 号， B 区 

1 号 または 3 号 豚に 10 ～ 20 倍で反応がみられ 

た   

AR の血清反応については ，その成績と 発症 

との関係に現在まだ 異論もあ るので，今後，さ 

らに検討を加えてみたい。 

また，仝 回 試験の最も大きな " ねらい " の 1 

つであ った SPF 豚 @C, 一般 豚用 飼料を給与し 

た場合，給与飼料による 汚染 度 との関係につい 

ても調査した。 

その結果，給与飼料 ( 一般 豚用 飼料 ) @C よる 

汚染は，認められなかった。 

今回使用した ，一般 豚用 飼料は，ペレットタ 

イプのものであ り，細菌数もマッシュタイプに 

比較して，非常に 少ない 12) こと，また 2 ～ 3 種 

類の飼料添加 剤 ( 抗生物質 ) が，含まれている 

ことなどから ，今後， さらに，例数を 増し，マ 

ッシュタイプについても ，検討してゆきたい。 
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血清反応検査所見 

区 ，性 組 織 所 見 微 生 物 検 査 

No   真中消化管 
肺 

鼻粘膜 糞 便 SEP 

分 り 月           く 2 10 く 64 
2 字 ノノ アノ ア / 一一       く 2  く 10  く 64   

区 3 字 ノ / ノア ノア       く 2  く 10  く 64         く 2 10  く 64 
2 字 Ⅰ ツ ツ 一     一 く 2  く 10  く 64 

区 3 手 イ イ オ     一 く 2 20 く 64           
2 字 マ イ ク 一一       く 2  く 10  く 64 

区 3@ S@ //@ //@ //         く 10  く 64 
C 36 ) 一 80  一 
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表 6 発 育 成 績 

20kg 到達口端 

20 ～ 50kg 

50-g0kg 

  g0ks 到達 日齢 

A 区   区   区   
6:1+5.2   336+  32.3   一   60 土 4.5   340%22.9   一   66%0.7   310 土 0 Ⅱ   一 

46+8.9   669 土工 34 .I2   63 %0 ・ 6   39@1.2・   15 +0 一                           748@54.4・   19 %0 ・ 2 
39@6.71,037@168 .2    2   94 千 一 0       39@2.91,018@68           80 千 一 0   2・   16 千 一 0     

85 土 11.8 833　123 2.74 土 0,3 78+4.1 890 土 42.5 2.47 %0 ・ 3 95 土 7.1 739+60.0 田 巨 土 % 2 0 

Ⅰ 46 土 8.7       は 8 土 2.5       161 +11.0     

発育成績は，一般 豚用 飼料無処理の B 区がす 表 7  総合的 SPF 検定結果 

ぐれていた。 
検 査 結 果 

一日平均増体重は ， A 区 前期が，やや 劣って     
以上の増体がみられた。 

A A 一正金 一       
        

また， C 区の場合，前期より 後期がやや劣っ 区       
たことが，特に 注目された。 

B  B 一 l  手 一       
しかし疾病による 発育の停滞では 低く，表 2 

2  字 --       
からも明らかなように ， 後期の給与飼料中の 図 3 音 一       
DCP の水準が， AB 区に比較して ， 低いこと 

C  C 一 上古 一       
などが，影響しているように 思われた。 2 o 千         
飼料・要求率は ， B 区が 2.47 で最もすぐれ ， A 図 3 字 一       
区 02.74, C 区の 3.31 の @ であ った。 

豚が ，いわゆる慢性疾病 群 といわれる SEP, 

  

検査機関 
千葉県養豚試験場。 千葉県中央家畜保健衛生所。 

AR, 豚 赤痢， トキソプラズマ 症などに， 感染 農林省家畜衛生試験場 

すれば，直接へい 死することは ，比較的少ない * 検査方法は， SPF 検定法 @c 準じて実施した 

が ，反面，発育が 遅れ，出荷日輪遅延による 飼 

料の無駄喰いなど ， 経済的な損失が ， きわめ 引 上，最も不利な 厚 脂 になることであ る。 

て 大きいことは 周知の事実であ る。 肥育 豚 経営においては ，枝肉格付けの 良否に 

過去における SPF 豚 飼養試験においては ， より経営に与える 影響は非常に 大きいことか 

一般 豚に 比較して，約 2R ～ 30% の飼料費の節減 ら，今後の重要課題として ，早急 @C, 解決され 

が 実証されているが ，本試験の発育成績につい なければならない 点であ ると思う。 

ても，全く同様な 結果が得られたことは ，注目 

される点であ る 0     SPF 検定結果 

しかしまた，いくつかの 問題点も ， 新たに 提 各試験 豚 @C ついて， SPF 検定法 l7) に準じて， 

起された。 すな む ち，その一つに ，現在の一般 検査した結果は ，表 7 のとおりであ った。 

豚用 飼料の栄養水準および 給与基準 量 をそのま 表 3@c 示した各疾病の 検査項目に従い ，臨床， 

ま 適用した場合，表 6 のどとく，発育，飼料要 解剖検査所見を ， 特に重要な所見とし ， これ 

求率 ( 効率 ) は，非常に向上する 反面，枝肉眼 に ，補助的に，組織，細菌，血清反応検査を 実 

一 8 正一 ( 37 ) 
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施 ，さらに，発育所見を 加味した，総合的検査 
結果は， いずれの区においても ， SEP, AR, 

豚 赤痢， トキソプラズマ 症は，陰性と 判定され 

た、 0 

要 約 

以上のことについて ，要約してみると ，次の 

とおりになる。 

l) A, B, C, 3 区の環境管理規制基準 ( 特 
に管理規制 ) を設定， SPF 豚の汚染 度 調査試 

験を実施した 結果，いずれの 区においても ，特 

定疾病は，陰性と 判定された。 

2) SPF 豚 環境管理規制で ，最も重要なこ 

とは，直接，一般 豚 ( 病豚 ， 保菌豚 ) と接触を 

さけることであ ることが， 第 t 報 6) に，引き続 

き 再 確認された。 

3) 給与飼料と SPF 豚 汚染 度 との関係につ 

いて，調査検討した 結果，今回の 試験において 

は，給与飼料による 特定疾病の汚染は ，認めら 

れなかった。 

豚の慢性疾病の 感染経路は，大部分が ，哺乳 
中 母豚からの垂直感染あ るいは， 保菌豚 ， 病豚 

との直接接触で 感染することが ，知られてい 
  

に 適用した場合， 発育速度は， 良好となる反 

面， 原脂 になる傾向がみられるので ，給与量を 

制限し，発育をコントロールしながら 育成する 

ことが，必要であ る。 

SPF 豚を飼養する 場合， SPF 豚にマッチ し 

た飼料の栄養水準，給与量などに 関する SPF 

豚 飼養標準設定確立が ，急務であ ると思われ 

る。 

今回の試験は ，例数も少なく ，一部の成績で 

あ るので，仝後更に 例数を増し，各種のぺレッ 

ト，あ るいは，マッシュを 利用し検討を 加えて 

ゆきたい。 

最後 @c, 本研究に多大の 助力を賜った 家畜 衛 
生試験場 SPF 研究班の諸氏に ，衷心から謝意 

を表する。 
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